
日本臨床スポーツ医学会誌：Vol. 33 No. 1, 2025.124

原原 著著バレエの直立およびプリエ姿勢に
関する 4～11歳女児の年齢および
経験年数に伴う変化
Variations in standing and plié postures in ballet with age and years
of experience in girls aged 4-11 years
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〔要旨〕 本研究は，4～11歳女児の直立およびプリエ姿勢における姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜角
から，年齢およびバレエ経験年数の増加に伴う姿勢変化を検討することを目的とした．対象は，同一バレ
エ教室に所属する 4～11歳の女児 53名とした．ターンアウトを伴うバレエの 1番ポジションにおける直
立姿勢とプリエ姿勢をデジタルビデオカメラで撮影し，解剖学的計測点に基づき，姿勢傾斜角，耳頚水平
角，骨盤傾斜角を算出した．直立姿勢は，4～11歳にかけて年齢増加に伴って姿勢傾斜角は減少，耳頚水
平角は増加を示した．プリエ姿勢は，4～11歳にかけて年齢増加に伴って姿勢傾斜角は減少，耳頚水平角
は増加を示した．また，経験年数増加に伴って姿勢傾斜角は減少，耳頚水平角は増加，骨盤傾斜角は減少
を示した．これらの結果から，4～11歳にかけて年齢と経験年数の増加に伴って，バレエで要求される鉛
直的姿勢に変化すると考えられる．筆者らの先行研究と照合して，4～11歳の姿勢変化の延長線上に成人
熟練者の姿勢が位置し，成人未経験者は 6～7歳の姿勢に類似していることから，4～7歳（経験 3年未満）
では鉛直的姿勢の獲得に至らないこと，そして 8歳以降（経験 3年以上）でプリエ姿勢を形成する学習効
果が表れることが示唆された．

1．緒言

クラシックバレエ（以下，バレエ）において，
ターンアウトは股関節外旋に伴って足関節を外転
した状態を指し，バレエの美的基準に基づいて，
足部から頭部までの鉛直的な直立姿勢とともにバ
レエ技法の基礎とされる．直立姿勢について教則
本１）では，“膝を強く伸ばし，上体が真っ直ぐ，軽く
上に伸びるように，引きあげて立つ”と定義され，
プロを養成するロシアの国立バレエ学校では，10

歳から 1年間かけて習得される１，２）．また，基本動
作であるプリエ（膝関節屈曲）においても，バレ
エの美的基準の観点から，姿勢の鉛直性を保持す
ることが求められる．プリエは，跳躍および回転
等のほぼすべてのバレエ動作に付随することか
ら，10歳から基礎課程が修了する 13歳にかけて
基礎段階が習得される２）．
一方日本では，習い事としてのバレエの普及に

よって，幼児および児童の生徒が増加し３），3歳前
後にレッスンが開始される．幼児や児童のレッス
ンでは，鉛直的な直立姿勢およびプリエの指導が
行われることが一般的である．しかし，幼児や児
童を対象とした指導法は統一されていないため，
指導者は「背中を平らにする」「胃を引き込む」「胸
を張る」など多くの指示を必要とし４），腰部や胸部
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に触れて姿勢を修正するなどの試行錯誤が行われ
ている．この背景には，鉛直的な直立およびプリ
エ姿勢が獲得される年齢と経験年数が明らかに
なっていない問題が挙げられる．したがって，幼
児や児童の直立およびプリエ姿勢の検討は，指導
者が指導方法の改善や指導計画を立案する上で有
益な基礎的知見になると考えられる．しかし，幼
児や児童の直立およびプリエ姿勢については報告
が少なく，指導方法および指導計画の立案は，指
導者の舞踊経験に基づく主観に頼っていると思わ
れる．
バレエレッスンにおいて目標とされる鉛直的な
直立姿勢とは，ダンサーを矢状面からみて，耳垂，
肩峰，胸郭中央部，大転子，膝関節前部，外果の
前方が鉛直線上に位置し，骨盤が前傾や後傾をし
ていない姿勢とされる５）．これまで，バレエの姿勢
研究では，姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜角
の測定によって姿勢特徴を分析する方法が用いら
れてきた．筆者らは，15年以上のバレエ経験を有
する成人熟練者のプリエ姿勢が，成人未経験者よ
りも，姿勢傾斜角および骨盤前傾角が小さく，耳
頚水平角が大きい姿勢であったことを報告してき
た６）．また，バレエ経験を有する児童（年齢平均 11.6
歳，バレエ経験 4～9年）を対象とした研究では，
直立姿勢において同年齢の未経験児童に比べて骨
盤傾斜角および腰椎前弯角が小さい姿勢であった
ことが報告されている７）．これは，バレエの直立お
よびプリエ姿勢のレッスンにおいて，教則本およ
び指導の要点として，『骨盤を水平位に保つことで
脊柱の鉛直性を獲得できる』ことを基本としてい
るからであると考えられる．このように，バレエ
経験を有する成人および児童は，同年齢の未経験
者に比べて鉛直的な姿勢であることが明らかに
なっているが，幼児期から児童期における姿勢に
ついて，4～11歳女児の年齢およびバレエ経験年
数の増加に伴う横断的変化を捉えた研究は見当た
らない．
発育に伴う脊柱アライメントの変化を検討した
先行研究では，4～6歳では立位姿勢が外果を通る
鉛直線に対して前傾し８），6～10歳では腹部が前方
突出した姿勢傾向があることが報告されている９）．
児童の直立姿勢の横断的研究では，年齢の増加に
伴って，5～12歳にかけて体幹の前傾角および頚
椎屈曲角の減少を生じ１０），鉛直的な姿勢に変化す
ることが報告されている．また，運動発達におけ

る先行研究では，幼児期は神経系や運動能力の向
上が著しいことが知られている．7～9歳頃には四
肢と体幹を分離した制御が可能となり，年齢増加
とともに動作の正確性が向上する１１）．特に，10歳
頃には神経系の発達がほぼ成人の水準に近づくこ
とから，巧みな動きを習得する重要な時期である
といわれている１２）．これらの先行研究から，幼児期
から児童期には，年齢増加に伴う姿勢変化と神経
系の著しい発達に伴って，バレエレッスンにおい
ても鉛直的な姿勢を保持した動作の正確性が向上
し，理想的姿勢とされる姿勢傾斜角の減少，頚椎
屈曲角の減少を生じることが予測される．そこで
本研究は，4～11歳女児の直立ターンアウト時お
よびプリエ姿勢における姿勢傾斜角，耳頚水平角，
骨盤傾斜角から，年齢およびバレエ経験年数の増
加に伴うバレエの鉛直姿勢獲得について検討する
ことを目的とした．

2．対象および方法

2-1 対象者
対象者は，同一バレエ教室に所属する 4～11歳
の女児 53名であった．対象者の年齢，身長，体重，
バレエ経験年数およびターンアウト角度の平均値
と標準偏差を表 1に示した． 4～7歳の対象者は，
バレエ経験 2.4±1.1年であり，レッスンを週 1回
（60分間/回，42回/年），8～11歳の対象者は，バ
レエ経験 4.2±2.0年であり，レッスンを週 2回（75
分間/回，84回/年）受講した経験を有する．レッ
スンは，年齢および経験に応じた段階的な内容で
あり，ほぼすべての動作にプリエが付随し，プリ
エ姿勢が多用されている．すべての対象者は整形
外科疾患がなく，直立姿勢保持において神経筋疾
患を有する者は除外した．なお，本研究はヘルシ
ンキ宣言に基づくヒトを対象とした実験倫理に準
拠して遂行した．対象者および保護者には，本研
究の目的，方法，測定の安全性および個人情報の
取り扱いについて書面および口頭で説明し，書面
にて実験参加への同意を得た．なお，本研究は日
本体育大学倫理審査委員会（第 013-H38）の承認を
得て実施した．また本研究で得られる研究結果を
成人での結果と比較するために，筆者らの先行研
究６）の一部から，成人熟練者（n=13）と成人未熟
練者（n=13）について，同一手法によって求めた
データを引用した．
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表 1　対象者の身体特徴とバレエ経験およびターンアウト角度

年齢（歳） 身長（cm） 体重（kg） バレエ経験
（年）

ターンアウト
角度（度）

被験者 n Mean±SD Mean±SD Mean±SD Mean±SD Mean±SD

4 ～ 5 歳  9 5.2 ± 0.7 109.8 ± 4.7 19.5 ± 3.4 1.9 ± 0.7 95.1 ± 33.1
6 歳  7 6.4 ± 0.4 116.4 ± 3.2 19.9 ± 1.4 2.5 ± 0.7 90.8 ± 23.4
7 歳 16 7.5 ± 0.3 121.2 ± 6.2 21.1 ± 2.8 2.7 ± 1.3 95.8 ± 24.4
8 歳 12 8.5 ± 0.2 128.1 ± 5.3 25.5 ± 4.6 3.4 ± 1.5 100.0 ± 19.3
9 歳  5 9.3 ± 0.2 133.8 ± 6.1 26.5 ± 3.3 4.0 ± 1.6 111.8 ± 21.2
10 ～ 11 歳  4 10.8 ± 0.7 140.0 ± 3.3 33.9 ± 2.1 7.1 ± 0.7 102.4 ±  9.5

2-2 測定手順
課題動作は，両手を腹部に当て，バレエの 1番
ポジション（股関節外旋に伴う足関節外転）で静
止した直立姿勢から，踵が接地した位置で膝関節
屈曲を行い，膝関節を伸展して直立姿勢に戻る一
連の動作をプリエ 1回として，連続 5回行なった．
プリエ動作速度の違いは，変数に影響を与える可
能性があるため一定とし，対象者が日頃のレッス
ンで使用している速度に合わせて，メトロノーム
のテンポ 50bpmにおいて 4カウントでプリエ 1
回とした．1番ポジションは個人差を考慮して足
関節外転角度を定めず，各対象者の最大外転位と
した．測定前には，バレエ指導者が手本を見せ，
足関節を外返ししないこと，鉛直的な姿勢を保持
すること，視線は水平にすることを対象者に口頭
で指示し，アライメントが逸脱した対象者には適
切な修正を行なった．加えて，対象者は直立およ
びプリエ姿勢に慣れるよう十分に練習を行った．
対象者には，解剖学的計測点として頭頂，右耳珠，
第 7頚椎棘上突起，右上前腸骨棘，右上後腸骨棘，
右外果の 6点に，形態計測に熟練した計測者が 14
mmベース付き反射マーカー（型式 9701240）を貼
付した．
2-3 データ収集および分析
対象者の右側方 5m，カメラレンズ高は対象者
の身長を考慮して 90～100cmの位置にデジタル
ビデオカメラ 1台（スポーツコーチングカム，ロ
ジカルプロダクト社）を設置し，60fpsでプリエ動
作を動画撮影した．
データ分析では，撮影した映像を PCに取り込
み，動作分析ソフト（Frame-DIAS V，DKH社）を
用いて，対象者の身体に貼付した解剖学的計測点
（6点）を毎秒 60コマでデジタイズした．デジタイ
ズされた座標点を 2次元 DLT（Direct Linear

Transformation）法により実長換算し，2次元座標
を求めた．算出された座標値は残差分析の結果，
6～9Hzのバターワース型ローパスデジタルフィ
ルタにより平滑化した．分析姿勢は，プリエ開始
前の静止姿勢を「直立姿勢」，プリエ動作中の最下
点での姿勢を「プリエ姿勢」と定義し，測定者の
目視により，5回のうち指示通りに行うことがで
きた 3回の直立およびプリエ姿勢を抽出し，以下
に示す分析対象変数の平均値を代表値とした．分
析対象変数は，先行研究における定義６，１３）を用い
て，姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜角（図 1）
とした．加えて，直立姿勢において，左右の第 2
足趾中心および左右の踵中心の位置 4点につい
て，床面にシールでマーキングを行い，先行研究
におけるターンアウト角の定義６，１３）を用いて，ター
ンアウト角度を計測した．
2-4 統計処理
年代毎に各変数の平均と標準偏差を求めた．各

変数は Shapiro-Wilk検定を用いて正規性を確認
した．年齢と各変数間，経験年数と各変数間の関
係性を検討するために，直立およびプリエ姿勢の
姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜角について
Pearsonの積率相関係数および Spearmanの順位
相関係数を用いて相関分析を行った．統計処理に
は，統計解析ソフト IBM SPSS Statistics Ver.27.0
（IBM社製）を用いた．なお有意水準は危険率 5%
未満とした．

3．結果

年齢増加とともに，身長および体重は増加を示
し（表 1），この発育傾向は日本人標準値内１４）で
あった．また，経験年数は殆どの児童が幼児期か
らレッスンを継続していたため，年齢増加に伴っ
て 0.9年から 7.9年までの範囲で増加を示した．一
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図1　姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾
斜角の定義
耳珠，第7頚椎棘上突起，上後腸
骨棘，外果，上前腸骨棘などの人
体の解剖学的計測点を基に姿勢
の傾きや骨盤の傾きの角度を示
している． 

耳珠

第７頚椎
棘上突起

上後腸骨棘

外果

鉛直線

上前腸骨棘

姿勢傾斜角
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＋

表 2　4 ～ 11 歳女児の直立およびプリエ姿勢における姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜角の実測値

直立姿勢 プリエ姿勢

姿勢傾斜角
（度）

耳頚水平角
（度）

骨盤傾斜角
（度）

姿勢傾斜角
（度）

耳頚水平角
（度）

骨盤傾斜角
（度）

被験者 Mean±SD Mean±SD Mean±SD Mean±SD Mean±SD Mean±SD

4 ～ 5 歳 4.3 ± 1.5 45.7 ± 7.5 17.7 ± 6.7 7.4 ± 2.3 37.7 ± 10.1 11.8 ± 8.7
6 歳 4.1 ± 1.3 45.6 ± 6.3 15.0 ± 4.3 6.7 ± 2.6 41.2 ± 4.4 19.4 ± 8.0
7 歳 3.5 ± 1.2 47.9 ± 5.1 14.0 ± 4.2 5.8 ± 1.7 45.7 ± 7.2 11.8 ± 5.9
8 歳 3.1 ± 1.3 50.1 ± 5.3 17.3 ± 4.8 4.0 ± 1.5 47.7 ± 6.2 13.7 ± 5.9
9 歳 3.5 ± 1.2 47.6 ± 5.2 13.3 ± 6.0 3.5 ± 0.9 47.2 ± 3.7 11.6 ± 5.6
10 ～ 11 歳 2.8 ± 0.6 48.8 ± 4.9 13.1 ± 5.8 2.9 ± 0.8 48.4 ± 4.5 8.3 ± 4.2

方，ターンアウト角について，年齢増加に伴う一
律変化はみられなかった．
表 2には，4～11歳女児の直立およびプリエ姿
勢における姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜角
の年代毎の平均値および標準偏差を示した．平均
値から，年齢増加とともにプリエ姿勢での姿勢傾
斜角の減少が認められた．

図 2には，直立およびプリエ姿勢における年齢
と姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜角との関係
を示した．各図内の右側にはそれぞれ成人熟練者
（a）および成人未経験者（b）の分布状況を，文献
（6）のデータを著者らが再分析した箱ひげグラフ
で示した．直立姿勢において，年齢と姿勢傾斜角
との間には有意な負の相関関係（r=-0.370，p＜
0.01），年齢と耳頚水平角との間には有意な正の相
関関係が認められた（r=0.285，p＜0.05）． 一方で，
年齢と骨盤傾斜角の間には有意な相関関係は認め
られなかった．プリエ姿勢では，年齢と姿勢傾斜
角との間には有意な負の相関関係（r=-0.641，p＜
0.01），年齢と耳頚水平角との間には有意な正の相
関関係が認められた（r=0.407，p＜0.01）． 一方で，
年齢と骨盤傾斜角の間には有意な相関関係は認め
られなかった．
図 3には，直立およびプリエ姿勢におけるバレ

エ経験年数と姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜
角との関係を示し，図 2同様，成人熟練者および
成人未経験者を付記した．直立姿勢において，経
験年数と姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜角そ
れぞれとの間には有意な相関関係は認められな
かった．プリエ姿勢において，経験年数と姿勢傾
斜角との間には有意な負の相関関係（r=-0.457，p
＜0.01），経験年数と耳頚水平角との間には有意な
正の相関関係（r=0.295，p＜0.05），経験年数と骨盤
傾斜角との間には有意な負の相関関係が認められ
た（r=-0.304，p＜0.05）．

4．考察

本研究の目的は，4～11歳女児の直立およびプ
リエ姿勢における姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤
傾斜角から，年齢およびバレエ経験年数の増加に
伴う姿勢の変化を検討することであった．その結
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図 2　直立およびプリエ姿勢における年齢と姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜角との関係
a：成人熟練者（29.2±6.0 歳，n＝13）　b：成人未経験者（18.8±0.4 歳，n＝13）
aおよび bは，同様の手法で計測した文献（6）より集計 
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果，4～11歳女児は，プリエ姿勢において年齢と経
験年数の増加に伴って姿勢傾斜角の減少，耳頚水
平角の増加を示し，経験年数の増加に伴って骨盤
傾斜角の減少を示すことが明らかとなった．
直立姿勢では，4～11歳にかけて年齢増加に

伴って，姿勢傾斜角は減少，耳頚水平角は増加を

示した．幼児期の直立姿勢における筋活動は，脊
柱起立筋とその拮抗筋である腹直筋にも持続的活
動がみられることから，主動筋の働きは不完全で
あり，直立姿勢の保持に不要な筋群の活動を抑制
する機構が未熟であることが報告されている１５）．
先行研究では，4～6歳では立位姿勢が外果を通る
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図 3　直立およびプリエ姿勢におけるバレエ経験年数と姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜角との関係
a：成人熟練者（29.2±6.0 歳，n＝13）　b：成人未経験者（18.8±0.4 歳，n＝13）
aおよび bは，同様の手法で計測した文献（6）より集計 
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鉛直線に対して前傾８）しているが，5～12歳にかけ
て体幹の前傾角度および頚椎屈曲角度の減少を生
じ１０），鉛直的な姿勢に変化することが報告されて
いる．このような姿勢変化は，体幹部において，
年齢増加に伴って脊柱起立筋を優位とする筋活動

に変化する１５）ことが影響していると考えられる．
直立姿勢において姿勢傾斜角と耳頚水平角は経験
年数と有意な相関関係がみられなかった．した
がって，4～11歳にかけて生じた姿勢傾斜角の減
少と耳頚水平角の増加は，年齢増加に伴う姿勢の
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鉛直的な変化であることが示唆された．
プリエ姿勢では，4～11歳にかけて年齢および
経験年数の増加に伴って，姿勢傾斜角は減少，耳
頚水平角は増加を示した．レッスンでは，「背中を
引き上げる」「首を伸ばす」など，鉛直的な姿勢を
取るための指示や，体幹や頭部の位置を後方に修
正する指導が行われている．加えて，7歳以上の対
象者は，4～6歳の対象者よりもレッスンの頻度お
よび時間数が増加している．先行研究では，練習
時間数と胸椎伸展角には正の相関があること
や１６），レッスンが頚椎弯曲を減少させる５）ことも報
告されている．これらのことから，4～11歳にかけ
て，年齢と経験年数の増加によって，姿勢を鉛直
的にコントロールする能力が向上すると考えら
れ，プリエ姿勢において頚椎および体幹の前方傾
斜が抑制されたことが示唆された．
経験年数の増加に伴うプリエ姿勢の変化を検討
した結果，骨盤傾斜角とバレエ経験年数には負の
相関関係がみられた．本研究の結果は，経験を有
する児童は，同年齢の未経験児童に比べて骨盤傾
斜角が小さいとの報告７）を支持するものであった．
レッスンでは，体幹を前傾した誤ったプリエ姿
勢として，腰椎前弯を増加させた姿勢が挙げられ
る．腰椎前弯増加の要因となる骨盤傾斜角の増加
は，鉛直的な姿勢から逸脱するため，技術が未熟
なダンサーに生じる技術的欠点であるとされ
る１７）．また理想的姿勢は，骨盤が前傾や後傾をして
いない姿勢５）とされていることから，経験年数が増
加する過程で体幹前傾を抑制したプリエ動作が習
得されると考えられ，脊柱と骨盤の位置関係を適
応させるために骨盤傾斜角が減少したと推測され
る．
本研究から，4～11歳にかけて，直立およびプリ
エ姿勢において姿勢傾斜角の減少および耳頚水平
角の増加により，それぞれ鉛直的な姿勢に近づく
ことが示された．特に年齢の増加とともに大きく
なる耳頚水平角が，直立およびプリエ姿勢ともに
成人熟練者の値に近づくことは興味深い．また経
験年数の増加によってプリエ姿勢における姿勢傾
斜角と耳頚水平角が成人熟練者の値に近づき，明
らかに成人未経験者の値とはかけ離れてくること
が示された．したがって，特にプリエ動作におけ
る鉛直的姿勢の獲得には経験が関係していること
が推察できる．なお骨盤傾斜角は，経験年数とと
もに減少傾向を示して成人熟練者集団の中央値に

近くなる傾向を示した．しかし，成人熟練者のデー
タ分布が大きい（図 3）ために，プリエ動作時の骨
盤水平姿勢の獲得には個人差があると考えられ
る．この点については今後の研究課題としたい．
図 4には，本研究の結果を定性的に評価するた

めに，4～11歳女児と成人熟練者および成人未経
験者の直立ターンアウト時およびプリエ姿勢の典
型例を示した．姿勢の発達変化を点線から実線で
示した．直立姿勢では 4～7歳にかけて，脊柱弯曲
が大きく，腹部を突出した姿勢特徴がみられるが，
8歳以降には弯曲の度合いが減少する変化がみら
れる．プリエ姿勢では，4～7歳にかけて頚椎およ
び体幹を前方傾斜した姿勢特徴がみられるが，8
歳以降にはこれらの傾斜度合いが減少していく変
化がみられる．特に 9～11歳児は，体幹および頚
椎の鉛直性において，成人熟練者の姿勢に近づい
ていくことが観察される．一方，成人未経験者は，
直立姿勢における脊柱弯曲や，プリエ姿勢におけ
る体幹と頚椎の前傾の度合いが 6～7歳児に近い
特徴であり，バレエの直立およびプリエ姿勢は 8
歳（経験 3年以上）位から獲得されていくことが
観察される．本研究からプリエ姿勢獲得が，自然
発育による変化か，レッスンによる変化かは明ら
かにすることはできない．しかし 4～11歳の変化
に伴う延長線上に成人熟練者の姿勢が位置される
こと，および成人未経験者は 6～7歳児の姿勢に類
似していることから，レッスンによって鉛直的な
プリエ姿勢が獲得されることが推察できる．した
がって，幼児のレッスンでは，鉛直的姿勢を指導
しても，4～7歳（経験 3年未満）では理想的なバ
レエ姿勢の獲得には至らないこと，そして 8歳以
降でプリエ姿勢を形成する学習効果が表れる可能
性のあることが指摘できる．この点については，
ロシアの国立バレエ学校が 10歳以降の生徒にバ
レエにおける基本の姿勢指導を開始することに一
致している．本研究は，対象者が同一教室に所属
する女児であり，本研究の結果が一般化できるか
どうか不明である点，加えて，本研究は年齢と経
験年数による差をみたものであり，必ずしも縦断
的変化を表しているとは言えない点は，本研究の
限界である．

5．結語

本研究は，4～11歳女児の直立およびプリエ姿
勢における姿勢傾斜角，耳頚水平角，骨盤傾斜角
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図4　4～11歳女児と成人熟練者および成人未経験者の直立ターンアウト時およびプリエ姿勢の典型例（各グループ1名）
成人熟練者（20.5 歳，プロバレエダンサー），成人未経験者（20.6 歳，一般健常人）は同様の手法で計測した文献
（6）より集計
発達変化を点線 から実線 で示す

4 歳
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から，年齢およびバレエ経験年数の増加に伴う姿
勢の変化を検討することを目的とした．その結果，
以下のことが明らかとなった．
1．直立姿勢において，年齢の増加に伴って姿勢
傾斜角が減少し，耳頚水平角が増加すること
が示された．

2．プリエ姿勢において，年齢と経験年数の増加
に伴って姿勢傾斜角が減少し，耳頚水平角は
増加することが示された．

3．プリエ姿勢において，経験年数の増加に伴っ
て骨盤傾斜角が減少することが示された．

以上から，バレエ経験を有する 4～11歳女児は，
年齢と経験年数の増加に伴って鉛直的なプリエ姿
勢に変化することが示唆された．
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Variations in standing and plié postures in ballet with age and years
of experience in girls aged 4-11 years

Saito, M.＊1, Watarai, K.＊2, Funato, K.＊3

＊1 Dance Science Academy of Japan
＊2 Center for Medical Education, Teikyo University of Science
＊3 Graduate School of Sport System, Kokushikan University

Key words: classical ballet, plié, standing posture

〔Abstract〕 This study aimed to investigate changes in posture anterior/posterior inclination angle, ear-neck
horizontal angle, and pelvic tilt angle in standing and plié positions with increasing age and years of experience
with ballet training. The subjects were 53 girls aged 4 to 11 years with ballet lesson experience at the same ballet
school. Standing and plié postures were recorded using a digital video camera, and the posture inclination angle,
ear-neck horizontal angle, and pelvic tilt angle were calculated based on the anatomical landmarks. In both stand-
ing and plié posture, a significant negative correlations were found between posture inclination angle and both age
and years of experience. Significant positive correlations were found between ear-neck horizontal angle and both
age and years of experience. In the plié position, a significant negative correlation was found between years of ex-
perience and pelvic tilt angle.
These results suggest that the posture changes to the vertical posture with increasing age. In addition, the adult
inexperienced subjects resembled the posture of 6- to 7-year-old children, suggesting that the motor learning ef-
fect of forming a vertical posture in plié on young children is manifested from the age of 8 years onwards.


